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牛
久
沼
今
昔　

第
二
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

地じ

か

た方
巧こ
う
し
ゃ者
の
伊
奈
忠
次
・
忠
政
・
忠
治

　

安

土

桃

山

時

代

の

天

正

18

年

（
１
５
９
０
年
）７
月
、
豊
臣
秀
吉
の
侵
攻

で
関
東
一
円
に
勢
力
を
張
っ
て
い
た
北
条

家
が
小
田
原
落
城
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
。

　

か
わ
っ
て
秀
吉
の
命
令
の
下も
と

で
、
徳
川

家
康
が
関
東
へ
入
国
し
た
が
、
所
領
は
北

条
家
の
旧
領
地
で
あ
る
相
模
・
武
蔵
・
上

総
・
伊
豆
４
カ
国
と
、
上
野
・
下
総
の
大

部
分
、
そ
し
て
下
野
の
一
部
分
と
、
別
に

在
京
賄
料
と
し
て
の
領
地
を
加
え
る
と
、

合
計
が
２
５
０
万
石
に
及
び
、
豊
臣
政
権

下
で
の
大
大
名
で
あ
っ
た
。

　

同
年
８
月
、家
康
は
江
戸
城
に
入
城
し
た
。

　

家
康
は
早
速
、
有
力
家
臣
へ
の
領
地

宛あ
て
が行

い
及
び
検
地
な
ど
に
着
手
し
た
。

　

家
康
は
有
力
家
臣
へ
の
領
地
宛
行
い
を

最
も
重
視
し
、
総
奉
行
に
武
功
派
の
重
鎮

榊
原
康
政
を
充あ

て
、
総
奉
行
支
配
の
代
官

頭
に
伊
奈
忠
次
、
大
久
保
長
安
、
彦
坂
元

正
ら
吏り
り
ょ
う僚

派
を
充
て
て
作
業
を
急
が
せ
た
。

家
康
の
家
臣
団
の
中
で
、（
群ぐ
ん
ゆ
う
か
っ
き
ょ

雄
割
拠
に
よ
る

下げ
こ
く
じ
ょ
う

剋
上
の
機
運
さ
か
ん
な
戦
国
期
は
織
田

信
長
の
政
権
確
立
ま
で
で
あ
っ
た
が
）武
功

派
が
ま
だ
ま
だ
幅
を
利
か
せ
て
お
り
、
手
堅

い
吏
僚（
役
人
）は
少
数
派
で
あ
っ
た
。

　

伊
奈
忠
次
の
場
合
は
、
江
戸
幕
府
開
設

後
も
代
官
頭（
数
名
の
代
官
を
統
括
し
て

い
た
）に
再
任
さ
れ
、
関
東
八
カ
国
に
分

布
す
る
10
万
石
余
の
幕
府
直
轄
領（
天
領
）

の
民
政
全
般
に
わ
た
り
管
か
ん
し
ょ
う
掌
し
、
忠た
だ
つ
ぐ次
、

忠た
だ
ま
さ政

、
忠た
だ
は
る治

三
代
は
領
民（
伊
奈
神
社
や
忠

治
の
眼
病
治
療
を
祈
願
し
て
薬
師
堂
を
建

立
す
る
な
ど
）も
信
頼
を
寄
せ
る
名
代
官
で

あ
っ
た
。
忠
次
が
遂
行
し
た
地
方
仕
法
は
、

彼
が
従
五
位
下
・
備
前
守
に
叙
任
さ
れ
た

こ
と
に
ち
な
ん
で
備
前
検
地
、
備
前
堀
な

ど
と
呼
ば
れ
、
一
方
で
伊
奈
家
相
伝
の
治

水
工
法
は『
伊
奈
流
』（
ま
た
は
関
東
流
と

も
）と
称
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
の
ち
に
幕
府
の

普ふ

し

ん請
工
法
の
基
本
に
な
っ
た
。

　

忠
次
の
長
男
忠
政
は
代
官
頭
を
世
襲
し

た
が
三
十
四
歳
で
夭よ
う
せ
つ折
し
た
た
め
、
忠
次

の
二
男
忠
治
が（
の
ち
に
関
東
郡
代
と
い

う
役
職
名
に
な
る
）
世
襲
。
忠
治
と
牛
久

の
主
た
る
関
わ
り
は
、
忠
治
総
指
揮
の
下

で
、
寛
永
４
年（
１
６
２
７
年
）か
ら
同
11

代
官
頭（
の
ち
の
関
東
郡
代
）
伊
奈

忠
次
・
忠
政
・
忠
治
に
よ
る
管
掌
①

‐
利
根
・
毛け

の野（
鬼
怒
）両
川
流
路
変
更
と

相
馬
二
万
石
・
谷
原
三
万
石
新
田
開
発
と

牛
久
沼
沼
域
確
定
‐

年（
１
６
３
４
年
）に
か
け
て
、
ひ
と
続
き

の
小
貝
川
と
牛
久
沼
の
間
に
延
長
二
千
間

（
３
６
４
０
メ
ー
ト
ル
）
に
達
す
る『
か
こ

い
堤
つ
つ
み（
通
称
二
千
間
土
手
）』
が
築
か
れ
、

こ
の
大
普
請
に
よ
っ
て
、
牛
久
沼
の
沼
域

の
確
定
を
見
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

家
康
の
譜
代
幕
閣（
老
中
）

　

以
外
の
主
た
る
側
近

　

家
康
は
長
年
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
、
し

か
も
周
到
に
配
慮
を
重
ね
、
つ
い
に
江
戸
幕

府
２
６
５
年
の
基
を
開
い
た
。
一
方
で
家
康

に
は
側
近
の
家
臣
が
数あ
ま
た多
お
り
、
基
確
立

に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
側
近
の

家
臣
の
中
で
譜
代
幕
閣（
老
中
）以
外
の
主
た

る
顔
ぶ
れ
を
次
に
列
記
し
て
み
た
。
陸
運
用

の
五
街
道
整
備
と
各
街
道
へ
の
一
里
塚
設
置

を
代
官
頭
大
久
保
長
安（
猿
楽
師
。
の
ち
に

金
・
銀
山
奉
行
）に
命
じ
、
も
う
一
方
の
物

資
運
搬
手
段
の
舟
運
の
水
路（
畿
内
の
保
津

川
や
富
士
川
の
開
削
）整
備
な
ど
に
豪
商
の

角す
み
の
く
ら
り
ょ
う
い

倉
了
以
を
あ
て
た
。『
家
康
の
財
務
長
官
』

と
い
わ
れ
た
彫
工
の
家
の
出
の
後
藤
光
次
を

抜
擢
し
て
い
る
。
茶
屋
四
郎
次
郎
は
、
家
康

に
深
く
信
頼
さ
れ
た
武
勇
の
功
臣
な
が
ら
転

じ
て
安あ
ん
な
ん南（

ベ
ト
ナ
ム
）貿
易
に
関
わ
っ
た
。

長
谷
川
藤
広
は
、
長
崎
奉
行
を
つ
と
め
家
康

に「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
」を
発
す
る
よ
う
献
策

し
た
。
呉
服
商
出
の
亀
屋
栄
仁
は
、
本
能
寺

の
変
の
と
き
伊
賀
越
え
で
三
河
に
逃
れ
る
家

康
に
随
従
し
た
。
ア
ダ
ム
ス（
イ
ギ
リ
ス
人
。

日
本
名
三
浦
按あ

ん
じ
ん針

）を
外
交
顧
問
に
用
い
た
。

家
康
が
、
豊
臣
家（
世
嗣
秀
頼
）討
滅
の
戦
略

を
立
て
て
そ
の
謀
略
を
め
ぐ
ら
す
と
、
祟す
う
で
ん伝

（
臨
済
宗
高
僧
で
黒こ
く
い衣
の
宰
さ
い
し
ょ
う
相
と
評
さ
れ
た

家
康
の
腹
心
）と
天
海（
天
台
宗
大
覚
寺
派
大

僧
正
で
家
康
・
秀
忠
・
家
光
三
代
に
仕
え
黒

衣
の
宰
相
と
い
わ
れ
た
）は
豊
臣
家
が
再さ
い
こ
ん建

し
た
京
都
方
広
寺
大
仏
殿
の
梵
ぼ
ん
し
ょ
う
鐘
の
銘『
国

家
安
康
』は『
家
康
』を
分
断
し
て
い
る
、『
君
臣

豊
楽
』は
豊
臣
家
の
み
の
繁
栄
を
う
た
う
も

の
、
と
問
責
の
使
者
と
し
て
、
大
坂
城（
豊
臣

家
）へ
の
り
こ
ん
だ
。
家
康
は
儒じ
ゅ
が
く学
を
奨
励
し

て
い
た
が
、
家
康
が
召
し
抱
え
た
儒
学
者
第

一
号
の
林
羅
山
も
梵
鐘
の
銘『
君
臣
豊
楽
』を

『
豊
臣
を
君
と
し
て
』読
な
ど
と
家
康
に
阿あ

ゆ諛

し
た
。
家
康
は
作
戦
通
り
、
方
広
寺
梵
鐘
事

件
を
惹
起
し
、
大
坂
の
役（
冬
夏
の
陣
）を
仕

掛
け
て
豊
臣
家
討
滅
に
成
功
し
た
。

関東郡代屋敷の位置（嘉永版「江戸切絵図」）


